
物
異
常
気
象
災
害
対
策
本
部

（
 

員
）
の
調
査
団
の

一
行
は
十
月
 

自
民
党
県
支
部
連
合
会
農
作
 

本
部
長
・
木
村
守
湧
衆
議
院
議
 

八
日
、
西
北
地
方
を
視
察
後
本

市
を
訪
れ
、
俵
元
地
区
の
水
田
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市の人口 総数51,631人（男24,736・女26,895）世帯数15,114 (9 月30日現在） 	（毎月2 回 1日・15日発行） 

被害状況を視察する調査団と島胡月する森田市長（左端） 

異
常
気
象
に
よ
る
被
害
状
況
を
視
察
 

ー
自
由
民
主
党
県
支
部
連
合
会
ー
 

, 
毎号とじ

こ

んで

くだ

さい。

きっ
と

お役

に立ち

ます。 

4 

し
た
。
 

を
視
察
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
森
田
市
長
や
其
田

実
美
北
地
方
農
林
事
務
所
長
の

異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
の
青
立

ち
や
不
稔
障
害
な
ど
の
状
況
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
森
田
市
長
は
視
察

団
の

一
行
に
「
被
害
農
家
救
済

の
た
め
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
し
、
①
天
災
融
資
法
の

発
動
②
自
作
農
維
持
資
金
の
貸

付
限
度
額
引
き
上
げ
措
置
③
農

業
共
済
保
険
金
の
早
期
支
払
と

損
害
評
価
の
特
別
措
置
④
低
品

位
米

（
規格
外
米
）
の
買
い
上

げ
措
置
⑤
来
年
度
の
転
作
な
ど

目
標
の
緩
和
ー
な
ど
五
項
目
を

陳
情
し
ま
し
た
。
 

こ
の
陳
情
に
対
し
視
察
団
の

一
行
は
「
異
常
気
象
に
よ
る
農

家
の
状
態
は
大
変
だ
と
思
う
。
 

被
害
農
家
救
済
の
た
め
国
及
び

関
係
機
関
に
強
力
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

~1～一丁 ・：， わた＜したちの先人は、不廃不屈の五所川原 

筋 .674 禁恕龍器課禁鷲標器器 
り 上げました。 

11一1.. 蕪嚢「鴛蒙 

昭和63年 

筋．674 
＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 



コンピュ 

感
心
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

農
業
者
の
救
済
を
 

強
く
訴
え
る
 

ー
東

北
市
長

会
総
会
ー
 

西
独
視
察
団
が
来
訪
 

ー
青
森

職
業

訓
練
 

短
期
大

学

校
ー
 

去
る
十
月
十
四
日
、
塩
釜
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
百
十
三
回

東
北
市
長
会
総
会
」
に
お
い
て
、
 

山
田
収
入
役
は
「
農
業
者
に
対

す
る
救
済
措
置
に
つ
い
て
」
強

く
要
望
し
ま
し
た
。
 

昨
今
の
農
家
経
済
は
、
減
反

の
強
化
、
米
価
の
引
き
下
げ
等

に
よ
り
著
し
く
疲
幣
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
後
の
農
業
基

盤
整
備
事
業
に
係
わ
る
受
益
者

負
担
金
に
つ
い
て
負
担
率
・
借

入
利
率
の
引
き
下
げ
措
置
を
講
 
 

ず
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

受
益
者
負
担
金
の
長
期
元
利
償

還
金
に
つ
い
て
も
そ
の
支
払
い

の
繰
り
延
べ
、
ま
た
は
軽
減
等

の
措
置
を
講
ず
る
等
の
農
業
者

に
対
す
る
救
済
措
置
を
昨
年
に

引
き
続
き
要
望
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
東
北
市
長
会

で
は
満
場
の
賛
成
を
得
、
全
国

市
長
会
長
、
東
北
各
県
知
事
、
 

各
政
党
代
表
、
国
の
関
係
省
庁

あ
て
そ
の
実
現
促
進
に
つ
い
て

協
力
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
 

去
る
＋
月
＋
九
日
、
市
内
飯

詰
に
あ
る
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
（
辻
茂
校
長
）
を
西
ド

イ
ッ
企
業
内
教
育
訓
練
指
導
者

等
訪
日
視
察
団
の
一
行
が
訪
れ

ま
し
た
。
 

視
察
団
は
、
ボ
ン
学
術
セ
ン

タ
ー
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
」

・
ム

ル
ッ
ク
さ
ん
を
団
長
に
、
各
企

業
の
教
育
指
導
者
や
管
理
部
門

の
責
任
者
な
ど
女
性
四
人
を
含

む
十
六
人
で
す
。
 

一
行
は
、
労
働
省
の
招
き
で
 
 

十
月
一
日
に
来
日
し
、
日
本
の

企
業
の
職
業
訓
練
の
現
状
な
ど

を
視
察
し
て
い
る
も
の
で
、
同

国
と
の
交
流
は
今
年
で
二
十
年

目
に
な
り
ま
す
。
 

一
行
は
見
学
に
先
立
っ
て
、
 

同
校
近
く
の
リ
ン
ゴ
園
で
リ
ン

ゴ
狩
り
を
体
験
し
た
後
、
辻
校

長
と
会
食
し
な
が
ら
懇
談
し
ま

し
た
。
 

引
き
続
き
、
同
校
の
教
官
の

案
内
で
校
内
を
見
学
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
製
作
し
た
図
面
が
 

行
そ

の
ま
ま
工
作
 

「
 機
械
に
連
動
し
、
 

一
一
一一

一
 

察

き
る
シ
ス
テ
ム

観
や
 
最
新
式

の

す
 
コ
ン
ピ
コ
ー
タ

学

な
ど
同
校
が
誇

観

る
設
備
を
興
味

ム
 
深そ
う
に
視
察
 

」
 
し
、「優
れ
た
設
 

”
備
が
多

く
、
手

一
本
に
な
る
」
と
 

 

東北市長会総会で農業者の救済を強く
訴える山田収入役 
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市
民
の
皆
様
に
 

お
詫
び
致
し
ま
す
 

こ
の
度
の
市
発
注
の
公
共
工
事
に
か
か

わ
る
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
深
く
反
省

致
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
司
直
の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
判
断
を
あ
お
ぐ
の
み
で
あ
り
ま

す
が
、
二
度
と
か
か
る
不
祥
事
を
ま
ね
か

ぬ
よ
う
綱
紀
を
粛
正
す
る
と
と
も
に
、
シ

ス
テ
ム
改
善
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
き

わ
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
せ
ぬ
よ

う
、
行
政
の
停
滞
を
ま
ね
か
ぬ
よ
う
全
力

を
あ
げ
取
り
組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
何
と
し
て
も
市
民
各
位
の
信
頼

の
回
復
を
請
い
願
う
の
み
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
こ
に
重
ね
て
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
何
卒
厚
い
ご
情
誼
と
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長

森
 
田
 
稔
 
夫
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脚
結
婚5
0周
審
お
励
で
と
多
 

ー
ー
 

合
同
金
婚
式
開
く
刷
 

出
稼
者
と
そ
の
 

留
守
家
族
を
激
励
 

市
で
は
中
央
公
民
館
で
十
月

五
日
、
今
年
め
で
た
く
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
長
寿
夫

婦
の
皆
さ
ん
を
、
心
か
ら
祝
福

す
る
た
め
に
合
同
金
婚
式
を
開

き
ま
し
た
。
 

式
に
は
三
十
五
組
の
夫
婦
、
 

来
賓
な
ど
合
わ
せ
て
約
八
十
人

が
出
席
し
、
森
田
市
長
が
 
「市

政
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
皆さ
 
 

ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
」
 

れ
か
ら
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
金
婚

夫
婦
を
代
表
し
、
小
野
勇
治
さ

ん
・
節
さ
ん
夫
妻
（飯
詰
）
に

顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
川
浪
重
次
郎
市

議
会
議
長
が
来
賓
を
代
表
し
て

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
顕
彰
さ
れ
た
金
婚

夫
婦
を
代
表
し
て
一
野
坪
の
小

野
竹
藤
さ
ん
・
と
み
さ
ん
夫
妻

が
「
今
回
の
顕
彰
を
契
機
に
、
 

夫
婦
と
も
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
 

健
康
に
留
意
し
、
地
域
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
 
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
雛
田
の
木
村

一
雄
さ

ん
・
潔
さ
ん
夫
妻
が
 
「結婚
五

十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
、
 

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
を

語
り
、
出
席
者
に
深
い
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
後
出
席
し
た
人
達
は
、
 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
夫
婦
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

川
村
啓
三
郎
・
ト
ス
エ
（
錦
町）
 

鹿
内
富
太
郎

・
ち
よ

（
梅田
）
 

藤
森
豊
太
郎
・
キ
セ

（
湊）
 

中
村
孫
六
・
イ
ョ
イ
（
東
町
）
 

山
口
甚
吉
・
き
よ
し
、
木
村

一

雄
・
潔

（
以
上
雛
田）
 

小
野
重
三
郎
・
タ
マ

（
旭町
）
 

新
谷
源
次
郎
・
み
よ

（
田川
）
 

下
山
友
作

・
タ
ョ
 宙
町

）
 
 

藤
田
責
美

・
シ
サ
（
石
岡
）
 

成
田
俊
雄

・
り
せ
（
毘
沙
門
）
 

三
H
逸
太
郎
・
き
み

（姥
《
泡）
 

藤
森
徳
三
郎
・
セ
ッ
、
小
野
竹

藤
・
と
み

（
以
上
一
野坪
）
 

寺
田
正
一
・
ト
ム
（
吹
畑
）
 

三
浦
貞
治

・
リ
セ
、
川
村
末
吉
 

・

ミ
ッ
、
小
野
勇
治
・
節
、野

宮
盛
夫

・
と
き
（
以
上
飯
詰
）
 

渡
辺
福
次
郎

・
す
ふ
、
小
野
繁

雄
・
と
み
哀
（
以
上
鶴
ケ
岡
）
 

一
戸
武
雄
・
そ
め
、
乗
田
兼
五

郎

・
ト
ミ

（
藻川
）
 

長
峰
松
太
郎

・
ナ
ョ
ゴ
二
上
啓

一
・
カ
シ
、阿
部
慶
吉
・
い
と
 

（
以
上持
子
沢
）
 

外
崎
俊
吉
・
ソ
ダ
、
斉
藤
勝
雄
 

・

き
そ
、
伊
藤
喜
三
郎
・
し
を
 

（以
上
原
子
）
 

神
山
良
三
・
か
つ
、
新
谷
久
治
 

・フ
ミ

（
以
上
前
田
野目
）
 

黒
瀧
美
智
雄
・
い
く
急
、
唐
牛

秀
策
・
そ
と
、
庫
牛
金
四
郎
・

タ
ケ

（以
上
高
野
）
 

土
岐
冨
造
・
ち
よ
急

（
神
山）
 

長
尾
彦
次
郎

・
ナ
リ

（福
山
）
 

岡
田
米
一
・
ト
シ
エ

（
桜田
）
 

出
稼
ぎ
さ
れ
る
人
達
と
そ
の

留
守
家
族
を
励
ま
そ
う
と
十
月

三
日
、
市
民
文
化
会
館
で
激
励

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
出
稼
協
会

（
会

長
・
森
田
市
長
）
と
市
内
農
協

懇
談
会

（
会長
・
三
上
光
男
七

和
農
協
組
合
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
六
百
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

出
稼
ぎ
の
安
全
を
祈
る
祈
願

祭
の
後
、
会
長
で
あ
る
森
田
市

長
が
 
「市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
出
稼
ぎ
で
き
る
よ
う
に
市
 
 

も
万
全
を
期
し
ま
す
。
ま
た
、
 

将
来
出
稼
ぎ
の
な
い
明
る
い
豊

か
な
五
所
川
原
を
実
現
す
る
た

め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
三
上
農
協
懇
談
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
柏
原
隆
太

郎
県
出
稼
対
策
室
長
補
佐
が
激

励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
山
口
誉
夫
く
ん

（
 

松
島
小
六
年
）
と
川
浪
良
子
さ

ん

（
藻川
小
六
年
）
が
「
も
う

す
ぐ
出
稼
ぎ
へ
出
か
け
る
お
父

さ
ん
へ
」
と
題
す
る
作
文
の
発
 

表
を
行
い
ま
し
 

た
。
 

ん
 
こ

の
後
ア
ト
 

（
誓
」穀
 

浪
ケ

ゃ
舞
踊
大
会
、
 

「
鉾纏
 

表
出

席
し
た
人
達
 

一」
」」
難
 

作

し
た
。
 

森田市長（右）から顕彰状を受ける金婚夫婦 



幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
「
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
」
を
 

へ

助
日

本
防

火
協
会
）
 

 

贈
 
る
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全
国
大
会
で
優
勝
果
た
す
 

ー

五
商
高
相
撲

部
ー
 

財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
で

は
十
月
五
日
、
津
軽
野
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
 
「鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
」
を
贈
り
、
そ
の
伝
達

式
が
五
所
川
原
消
防
署
で行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
協
会
が
幼
児
期

か
ら
の
防
災
教
育
の重
要
性
に

鑑
み
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
よ

り
一
層
の
育
成
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
功
績
の
あ
 
 

っ
た
全
国
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
対
し
、
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
贈

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
開
米
典
左
衛
消

防
長
か
ら
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト

（
小
 

・
中
太
鼓
各
四
台
、
大
太
鼓
一
一

台
了
ン
ン
バ
ル

・
ベ
ル
リ
ラ
各

二
台
、
ピ
ア
ニ
カ
二
十
五
台
、
 

ベ
ス
ト

・
ベ
レ
ー
帽
四
十着
分

な
ど
）
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
開
米
消
防
長
が
「
 
 

火
の
用
心
に
注
意
し
て
良
い
子

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
園
児
を
代

表
し
て
小
田
桐
貴
彦
く
ん
と
渋

谷
友
郁
さ
ん
が
お
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
伝
達
式
を
終
わ
り
ま
し

た
。
 

こ
の
後
、
園
児
に
よ
る
鼓
笛

隊
演
奏
が
行
わ
れ
、
見
事
な
演

奏
に
出
席
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手

喝
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
 

去
る
十
月
一
一

柱
 

日
、
大
分
県
宇
 

一

一
一一

一
 

ル
 
宮
常
設
相
撲
場

目
 
で
開
か
れ
た
「
 

沃
ん
第

三
士
一
回
選
 

2
I
4

‘
 

ー
、J
 

ら
さ
抜
高
校
相
撲
宇

リ
な
 
三
ン
・
『J
仁

こ
 

家
鯵
森
 

露
襲
「
「
「
 

市
る

校
長
）
の
相
撲

押
m

部
が
み
ご
と
優

勝
を
果
た
し
ま
 
 

し
た
。
 

同
校
で
は
同
月
五
日
、
下
山

校
長
、
荒
谷
富
春
監
督
や
選
手

な
ど
九
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

森
田
市
長
に
優
勝
を
伝
え
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
は
 

「皆
さ
ん
大
変
お
め
で
と
う
。
 

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
後
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
」
と
称
え

ま
し
た
。
 

実
の
な
る
木
を
植
裁
し
、
野
鳥
 

の
生
息
に
適
し
た
環
境
づ
く
 nノ

を
進
め
て
い
る
「
小
鳥
が
さ
え

ず
る
森
」
づ
く
り
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
関
係
者
ら
約
一
一

十
人
が
参
加
し
、
ウ
メ
モ
ド
ギ
、
 

エ
ノ
キ
、
イ
チ
イ
、
モ
チ
ノ
キ

の
苗
木
各
々
五
本
ず
つ
合
計
一
一

十
本
を
植
裁
し
ま
し
た
。
 

幼年消防クラブに鼓笛隊セッ トを伝達する
開米消防長（右） 

、～、～～へJ、一へJ~～、～～、ノ～~～へ一～、～~～へ～~/n 

a"月B日は 
鵬 rileの日』（ 

(  
火事と救急はlt9費トー 

県
と
県
猟
友

ち
会
で
は
十
月
四
 

「
軽
襲
 

参
好

む
実
の
な
る

昨
木

の
植
裁
を
行

裁
 
いま
し
た
。
 

植
 

こ
れ
は
、
鳥

獣
保
護
区
に
設

定
し
た
区
域
内

に
野
鳥
の
好
む
 

野
鳥
の
好
む
実
  の
な
る
木
2
0本

を
植
裁
 

ー
狼

野
長
根
公

園
ー
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清掃奉仕をする婦人と電気の会のみなさん 

事故原因をみてみますと、歩行中の事

故がもつとも多＜、「赤信号なのにかまわ

ず横断したoJ 「走っている車や、駐車中

の車の前後を横断したoJ など、歩行者の

ルール無視によるものが目立っておりま

す。 

交通安全教室 
8人中6人がおとしより 

勤
労
者
野
外
活
 
成

果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
と

動
施
設
の
ゲ
ー
 
と
も

に
、
お
互
い
の
心
と
心
の

ト
ボ
ー
ル
場
で
 

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
 

開
か
れ
ま
し
た
。
 
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
試

こ
れ
は
、
七
 
合
が

開
始
さ
れ
熱
戦
が
展
開
さ
 

五所川原警察署管内の交通事故による

死者は、昨年中4人であつたのが今年は

すでに8人に達し、そのうち6人が60オ

以上のおとしよりです。 

名健書鷲る 

婦
人
と
電
気
の
会

（
管
井
節

子
会
長
）
で
は
十
月
十
九
日
、
 

メ
ン
バ
ー
十
人
が
参
加
し
て
約

二
時
間
に
わ
た
っ
て
、
北
斗
グ

ラ
ン
ド
の
清
掃
奉
仕
を
し
、
市

民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
毎
年
春
・
秋
に

清
掃
奉
仕
を
し
て
お
り
、
今
年

で
五
年
に
な
り
ま
す
。
 

参
加
し
た
会
員
の
み
な
さ
ん
 
 

れ
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

優
 
勝
 
豊
成
A
チ
ー
ム
 

準
優
勝
 
高
野
B
チ
ー
ム
 

三
 
位
 
豊
成
B
チ
ー
ム
 

”
 
高
野

A
チ
ー
ム
 

は
、「毎
回
清
掃
奉
仕
を
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、
施
設
が
い
た
ず

ら
さ
れ
た
り
、
紙
く
ず
や
空
き

缶
の
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
0
市
民

一
人
ひ
と
り
が
注
意

し
合
い
き
れ
い
な
公
園
で
気
持

ち
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た

い
も
の
で
す
」
 
と
語
って
い
ま

し
た
。
 

ゲートボールを楽しむ参加者たち 

第
一
回
ふ
れ

あ
い
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開

か
れ
る
 

ー

1
4チ
ー
ム
が

参
加
ー
 

地
域
住
民
の
心
と
心
の
ふ
れ
 

の
＋
月
十
日
、「第

一
回
ふ
れ
あ
 
開
会

式
で
は
福
井
数
夫
長
橋

あ
い
を
求
め
よ
う
と
体
育
の
日
 
い
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

」
 
が市
 
郵
便

局
長
が
 
「日
頃
の
練
習
の
 

北
斗
グ
ラ
ン
 
ドを
清
掃
奉
仕
 

？
ノ
 

旧
 

和
、
高
野
、
長

橋
の
各
郵
便
局

が
王
催
し
て
開

い
た
も
の
で
、
 

同
郵
便
局
区
内

か
ら
十
四
チ

ー
 

ム
・
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

婦
人
と
電
気

の
会

の
み
な

さ
ん
 

ト信号が青だからといつて安心はできませ (C 

ん。右折、左折して＜る車にもじゆうぶ

ん気をつけましよう。 



（
注
）
 

1
 
職
貝
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

職員給与費の状況（普通会計） 

その他の 
職員手当 

1億7156 Ii 
8「 Iリ 

給与費誠 
17億9422カ円 

護讐ン 
11 14 

l 意7858 Ii 
6 P19 

期末千ト
勤勉丁 I 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 「表
 

2
」
 
のと
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
初
任

給
及
び
学
歴
別
・
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
貝
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
貝
の
級
別
の
職
貝
数
の
状

況
は
 
「表
4
」
の
と
お
り
で
す
。
 

職
員
給

与
の
状
況
 

（
給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

(
 

人
件
費
の
状
況
 

昭
和
六
十
二
年
度
普
通
会
計

決
算
に
よ
る
人
件
費
の
状
況
は
 

「表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
 

昭
和
六
十
三
年
度
普
通
会
計
当

初
子
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

〔表2〕ー般行政職員の平均
年齢及び平均給料月額の状況 

（昭和63可 4 月 1 日現在」 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 齢 42.6歳 39.5歳 

平均給料月額 242,817円 240,510円 

（昭和63年 4 月 1 日現在） 

●

時
間
外
勤
務
手
当

（
超過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
貝
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
動

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

（
諸
手
当
）
 

●

期
末
・
勤
勉
手
当

（
いわ
ゆ

る
ボ

ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
四

・
九
カ
月
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
 

昭和63年（1988年）11月 1 日 
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〔表 1〕 人件費の状況（普通会計） 

1住
民
基
本
 

区
 
分
 

1台
帳
人

Iコ
 I

 
（
年
度
末
）
 

歳出額 A 実質収支 人件費 B 
人件費率 

(B/A) 

F
3
.
3
1

現
在
 

I
 
5
'

・
3
7
0
 

F
  

千円 

13,199,492 

千円 

71,393 

干円 

2,297,188 

% 

17.4 

＠ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

〔表3〕一般行政職員の初任給及び学歴別・ 
経験年数別平均給料月額の状況 

（昭和63年 4 月 1 日現在） 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 
I0年以 L 

15年未満 
15年以上 

20年未満 
20年以上 

25年未満 

大学卒 U7,900円 130,100円 189,311円 259,811円 315,300円 

高校卒 99,500円 105,900円 177,566円 212,115円 249,152円 

〔表4〕 ー般行政職員の級別職員数の状況 

市
職
員
の
給

与
の
状
況
 

市
職
員
の
給

与
の
状
況

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

区 	分 9 	級 8 	級 7 	級 6 	級 5 	級 4 	級 3 	級 2 	級 1 	級 計 

標準的な 
職務内容 

部 長 参 事 課 長 課補
 
長
佐
 

課補
 
長
佐
 

係 長 主 任 主 事 主 事 
/// 

職 員 数 8 人 7 人 52人 28人 48人 80人 64人 38人 15人 340人 

構 成 比 2.4% 2.1% 15.3% 8.2% 14.1% 23.5% 18.8% 11.2% 4.4% 100% 

電）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名で・ある。 



〔表6〕特別職の報酬等の状況 

(63年 4 月 1日現在） 

区
 
分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 
長
  

655 ,000円 

割
  

給
 
期
 
期
 
期
 

く
 
6
 

1
2
 3
  

支
 
月
 
月
 
月
 
計
 

合
 
1
 
1
 
0
 
3
 

 

月
 
月
 
月
 

月
 

分
 
分
 
分
 
分
  

4
 

9
 
5
 

8
  

ー
ー

ー
ー
・
ー
ー
ー
 

 

助
 
役
  

545 ,000円 

収
入
役
  

490 ,000円 

議
 
長
  

315 ,000円 

副
議
長
  

285 ,000円 

議
 
員
  

265 ,000円 

⑦昭平U63年（1988年）11月 1日 
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〔表 5〕職員手当の状況 

区 分 五 	所 	川 	原 	市 国 

[62年度支給割合〕 [62年度支給割合〕 

期末手当 	勤勉手当 期末手当 	勤勉手当 
期 末 手 当 6 月期 	1.4月分 	0.5月分 6 月期 	1.4月分 	0.5月分 

勤 勉 手 当 12月期 	1.9月分 	0.6月分 12月期 	1.9月分 	0.6月分 

3 月期 	0.5月分 	ー 3 月期 	0.5月分 	ー 

計 	3.8月分 	1.l月分 計 	3.8月分 	1.1月分 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 

勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 

勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 月分 勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 月分 

退 職 手 当 
最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

1人当たり 	”』。エrn 	l，。。1コ二 ni 喜企早気姦 	742千円 	17,281千円 
平均支給額 	‘"'I「コ 

最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

その他の加算措置 制度なし その他の加算措置 制度なし 

退職時 原則 2 号給 退職時 原則 1号給 

特別昇給 特別の勧奨退職者 4 号給 特別昇給 特別の勧奨退職者 2 号給 

④退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職貝に支給された平均額である。 

唾
、

」
 

度
計

務
当
 

h
t
  

拒

1
.
 

(
6
2
 

 

勤
 

三
会
 

殊
 

け
通
  

「
 

年
2
 
 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職貝の割合 19.7% 

支給対象職貝 1人当たり平均支給年額 31,926円 

手 当 の 種 類 	（手当数） 11 

代表的な 

手当の名称 

支給額の多い手当 社会福祉手当 

多くの職貝に支給されて
いる手当 社会福祉手当 

時
間
外
勤
務
手
当
（
普
通
会
計
）
 
 

62 支 給 総 額 44,981千円 

職貝 1人当たり
支給総年額 

114千円 

61 

支 給 総 額 51,113千円 

年度 
職員 1人当たり
支給総年額 

124千円 

(63年 4 月1日現在） 

内 	 容 

区分 支 給 要 件 手 	当 	額 （月額） 

扶
 
養
 
手
 
当
 

次に掲げる者で他に生

計の途がなく、主として

その職員の扶養を受けて
いる者 
配偶者、18歳未満の子

及び孫、18歳未満の弟妹、 

60歳以上の父母及び祖父
母、重度心身障害者 

配偶者 	 15,000円 
配偶者以外の扶養親族のうち 2 人まで 

4,500円 
配偶者のない職員の扶養親族のうち 
1人 	 10,000円 
その他 1人 	 1,000円 

住
 
居
 
手
 
当
  

（借家） 住宅を借り受け
月額11,000円を
超える家賃を支
払っている職員 

（自宅） 	自宅を所有して 
いる職員 

（借家） 
1）家賃20,500円以下支払っている 

職貝 	家賃一11 ,000円 
2）家賃20,500円を超えて支払って 

いる職員 

（家賃 	20,500円）×＋ 
‘+9 ・500円 

8,500円限度 

（自宅） 	 1,000円 
ただし、取得後 5 年間は 	2,500円 

通
 
勤
 
手
 
当
 

通勤距離が片道 2 km以

上になる者で、交通機関

を利用し、あるいは交通
用具を使用して通勤して
いる職貝 

（交通機関利用者） 

運賃相当額。ただし、運賃等相当
額が21,000円を超える場合は、 
21,000円にその超えた額の 2 分の 
1の額（5,000円限度）を加算した

額 
（交通用具利用者） 

2,000円～5,000円 
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昭和64年度母子●寡婦 出稼ぎに行かれる皆さんへ 

福祉資金（修学資金等） 

予約貸付けの受付 
ン対象者 経済的に困難な事情にある母子・寡 

婦家庭で、児童が高等学校、短期大学、大学、 

高等専門学校及ひ’専修学校等に進学もしくは 

入所を希望するもの。 

N提出書類 

①貸付申請書（福祉事務所にあります。） 

②添イ寸書類 

（フつ貸イ寸申請者の戸籍謄本 

(-1）配偶者のない女子で匡見に児童を扶養してし、 

r 

	

	ることを証明する書類（用紙は福祉事務所 

にあります。） 

（ウ）進学証明 在学している学校からの進学証

明書（用紙は福祉事務所にあります。） 

什）支度資金所要額内訳書（月接氏は福祉事務所

にあります。） 

レ提出期限 11月25日 

ン貸付けの仮決定 昭和64年1月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。 

N貸ィ寸けの本決定と資金の交付 

①修学資金・修業資金 

仮決定されプこ人の児童が高等学校等に入学

し、在学証日月書の提出がなされたものに対し、 

64年 4 月中に本決定し同月末日までに資金交

イ寸の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確 

’ 実になったものについて、64年 3 月中に本決

定し同年 4 月末日までに資金交イ寸の予定。 

※詳しいことや書類の提出は、市福祉事務所児

童係（廿国）2111番内線 24 3 番）へお願いし

ますーつ 

第3回雪氷防災 
研究発表会 

国立防災科・学技術センターでは、一般市民へ、 

の雪氷防災知識の普及をはかるため、次のとお

り研究発表会を開きます。市民多数のご参加を

お願いします。 

ン日時 11月24日 （木）zF後1時～ 5 時30分

レ場所 市中央公民館 

ン内容 ①特別講演 「青森の雪」 

講師 佐藤幸三郎 弘大理学部教授 

②研究発表（ 6 人予定） 

レ入場料 無料 

農業者年金に加入している方が、出稼ぎに行

かれる場合には、次のような手続きをキチンと

しておいてくノごさい。 

もしも、これらのことを怠りますと将来年金

を受沸合ーできなくなる恐れーがありますので、十分

注意してくノごさい。 

N出稼ぎ先で厚生年金に加入すれば農業者年金

の資格を失います→農業者年金資格そう失の

届をすること。 

N出稼ぎから帰って国民年金に加入すれば、再

ひ、農業者年金に加入できます→農業者年金再

加入の届をすること。 

N出稼ぎ期間が 8 か月以内であれば、その期間

は実際に掛金を納めなく とも年金をもらうた

めに‘必要な掛金期間としてみなしてくれる制

度があります。 

☆農業者年金に再加入するとき、該当期間を申

出する必、要がありますので’、出稼ぎ先の会社

から」必ず証明書をもらってきてください。（証

明書の用紙は農協にあります） 

※詳しいことは、市農業委貝会（”⑩2111番内

線 2 2 9 番） または農協にお問い合わせくノご

さし、。 

「国の進学口ーン」 

申込の受付を開始 
N融資資格 高校、短大、大学、専修学校（修

業年限 2 年以上）などに進学される方の父母

または本人（勤労学生に限ります。） 

ン融資額 1人当たり 1 0 0万円以内 

レ融資の対象となる資金 入学金・授業料など

の学校納付一金、受験のための諸費用、教科書

代、制服・制仲目代、下宿の敷金など進学に際

し必、要な資金。 

N返済期間 5 年以内 

ン利率 年 5.796（利率は変わることがありま

す。） 

＞保証 財団法人進学資金融資保証基金または

保証人（ 1名以上） 

ン返済方法 毎月元利均等返済（希望により j」ぐ 

ーナス月-1月及び 7 月一増額返済を併二用一で

きます。） 

ン取扱期間 11月 1 日から昭和64年 4 月30日ま

で’ 

※詳しいことは、国民金融公庫弘前支店融資相

談係（か0172⑩6303番）へどうぞ。 
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新受入図書 
市立図書館 

‘年 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

読み聞かせ ‘一
ト
 
ノ
」
レ
 

 
」
 
一
 
フ
（
 

 J
  

真説・雨月物語 咲村 	観 

白馬の塔 小山田顕裕 ラバウルの秘宝 中津 文彦 

泥まみれの自画像 鹿内 信隆 津の国屋小染 平田 	敬 

ジキル博 Lグ） 
ノ、イ ドを探せ 広瀬 	隆 蒙占襲来 山田 智彦 

ごく 許通の 
在日韓国人 姿 	信子 根ほリ葉ほリ 清水 博史 

個人人間の時代 江崎玲於奈 亭主丈夫て“ 
留勺＝もい、、 壇 	晴子 

日本三都論 梅悼 忠夫 雪はよごれていた 津地 久枝 

夫と妻の定年人生学 吉武 輝子 いっむの寄り道 赤川 次郎 

ュ一モア教育の 
すすダ） 松岡 	武 水代橋崩落 杉本 苑子 

日本軍事史 藤原 黒い空 松本 清張 

テイーライフ健康法 北島 	勇 天声人語人物編 辰濃 和男 

名列車列伝 大久保邦彦 代議士の妻たち 家田 荘子 

日本舞踊の世界 西形 節子 夢のかけ橋 水畑 道子 

英語の常識・非常識 速川 和男 プッン まきのえり 

当節定時制高校事情 佐々木 賢 琉球弧 高良 	勉 

Ii‘ま、‘考 三菱商事 中国画人伝 陳 	舜臣 

ホーl、ンアタ一一‘7" 
す・ペてがわかる本 村瀬 孝矢i 茜さす 水井 路子 

大人のお酒落 石 津 謙 介 真昼へ 津島 佑子 

フフイブ・ソングス 小室みっイ J ランチエスカの鐘 五木 寛之 

「紅葉平泉文化財めぐり」 
参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、紅葉平

泉文化財めぐりを行ないます。 

みなさんの多数の参加をお待ちしております

ン日 時 11月10日 （木） 

ンコース 五所川原中三前→中尊寺本堂→金色

堂→讃衡蔵宝物1→レストノ、ウス（昼食）→毛；

越三争→達谷窟→厳美渓→一の関→中三前 

＞出発時間 五所川原中三前 午前 6 時30分

レ会 費 7,5 00円（バス代、昼食、見学料

等） 

＞申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

c7)道整備促進協議会事務局（廿O1774D1064 

番） 

＞申し込み締」コ］ 11月 7 日 （月） 

ン申し込み受右十時間 午前 8 時30分～午後 4 時

まで・（日曜日を除く） 

昭和64年度（4月入所） 

保育所入所申請受付 
レ受付期間 11月14日から12月10日まで’ 

レ受付場所 市福祉事務所・各保育所 

※保育所によっては、乳児（ 0 歳児） ・障害児 

（軽度・中度） も入所できます。 

く》詳しいことは、市福祉事務所児童係（廿亘5)2 1 

11番内線 2 4 3 番）へおたずねください。 

年金住宅融資申込受付中 
(63年度第3回） 

ン利用できる方一厚生年金保険に加入している

方で、加入期間が 3 年以上ある方。 

＞資金の使途一新築住宅、マンション、建売住

宅購入資金で、居住面積220m J丈下のもの。 

住宅改良は居住面積40mJiU-Q）もの。 

ン融資金額一所要資金の80% J』よ内で、加入期間

などにより最高1,620万円まで’。 

レ融資利率ー年4.90%（一般貸付う 〔昭和63年 

10月17日現在〕 

ン返済期間一 5 年から35年まで「ステップ返済」 

も利用できます。 

ン申込受付期間ー日召和64年1月 4 日まで”。 

詳しいことは、県保険課・県厚生年金勤労者 

i主宅協会（"0177⑩2077番）へお間い合わせく

ださい。 

青年海外協力隊 
63年秋の募集説明会 

ン応募資格 20オから原則として35才まで’の日

本国籍を有する青年男女。 

ン派遣期間 2 年間 

ン j爪遣業種 農木木水産、加工、保！守操作、土木

建築、保健衛生、教育文化、 スポーツ等約150 

職種 

レ開催日時及び場所 

11月17日 （木）弘前文化センター（午後 6 時 

30分から） 

11月18日 （金）青森市文化会館（lF後 6 時30 

分から） 

ン問い合わせ先 県総務部文書課（廿0177②11 

11番内線2209番）又は、国際協力事業団東北

支部（"022( 223) 5151番）へどうそご。 
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レ11月17日（第3木曜日） 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、若

葉の各地区 

ンn月25日（第4金曜日） 

七和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘マ少門、 

中川、三好の各地区 

ン出せる物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ベッ ト、 

タンス、 イス、 t凡、テーブル、 ジュータン、 

空ドラム缶、 タタミ 

ン出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイ六’ 

~ ※粗大ニコ’ミを出す方は、収集日の 2 日前までに

市衛生課（廿⑩2111番内線 2 6 9 番）へごi里

糸各くノごさい。 

※」収集日に出す品物には名札をつけて出してく

ださい。 

「ゴミの収集場所は、ゴミ捨て場

所ではありません。収集日以外の

日には絶対ゴミを出さないでくだ

さい。みんなで協力して清潔にし

ましょう。」 

Iり休日・夜 

「鵬離群~ 

鶴 

 

蹴 
織急医療都と 

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

みんなの健康教室 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

11月25日（金）午後 1時 

市保健センター 

佐藤 実先生 

（佐藤内科小児科医院長） 

「糖尿病について」 

時 

所 

自市 

日
 
場
 
講

＞
 
レ
 
＞
 
レテーーマ 
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粗大ゴミ 
11月に収集します 

 

献血にご協力を！ 

今、病気や手術のために多くの人が血液を必、 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深し、ご理解とご協力をお願いします。 

期 	日 時 	間 場 	所 

[I] 
［、

 
一

一
、
 

工
こ
三
 

午前10時から 

正午まで 

五所川原 

温泉ホテル前 

午後1時から 

午後 4 時まで 
県立五所川原高校 

11月25日 

（金） 

午前10時から 

午前11時まで 

マルカ 

カサイ駐車場 

正午から 

午後 2 時30分まで 

日立東部セミコン 

ダクタ津軽工場 

午後 3 時から 

午後 4 時まで 

ホテルサンルート 

五所川原 

痴呆疾患予防講習会 
ー五所川原保健所― 

ン日時 11月18日 （金）午後 1時10分～ 3 時30 

分 

ン場所 市中央公民館 

ン内容 （ユ）映画 「白い記憶の世界」 

②講演 「痴呆の成因及び予防」 

講師 県立つく しが丘病院医務局長 

立山 興先生 

ン対象 どなたでも受講できます。 

＞受講料 無料 

レ申し込み先 五所川原保健所（廿国>2 108番） 

ノ×お申し込みくノごさい。 
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